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必要な情報を正確に∵言上

苗風情報の
鰯○○畦 程　度 �さ　の　分　類 ��階　級 �の　分　類 

バール 泉の半径 �� 

〈 小さい � ��弱　い �ール以上 

小　型 （小さLll） � ��なみの 軽さ �960－－989 

の大きさ） � ��謳　い �930－－959 

大　型 （大きい） � ��非常I二 進い �900－929 

600以上 �� �900未満 

（2）

八
月
と
九
月
は
、
台
風
が
ひ
ん
は
ん
に
日
本
に
上
陸
し
て
き
ま
す
。

猛
烈
な
風
を
伴
い
、
大
雨
を
降
ら
せ
る
台
風
は
、
し
ば
し
ば
大
災
害

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
刻
々
と
変
わ
る
台
風
情
報
を
正
確
に
把
握
す

る
た
め
に
、
何
を
知
れ
ば
よ
い
の
か
、
改
め
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

台
風
と
は
、
低
気
圧
の
一
種
で
す
。

低
気
圧
と
は
文
字
ど
お
り
、
中
心
の
気

圧
が
周
囲
に
比
べ
て
低
い
た
め
、
気
圧

の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
風
が
吹
き
こ
ん
で

い
ま
す
。
台
風
の
場
合
に
は
、
中
心
付

近
で
猛
烈
な
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。

赤
道
近
く
の
熟
語
地
方
で
発
生
し
た

低
気
圧
（
熱
帯
低
気
圧
）
が
発
達
し
、

中
心
付
近
の
最
大
風
速
が
毎
秒
十
七
・

二
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
っ
た
と
き
、
そ

の
熱
帯
低
気
圧
は
、
呼
び
名
が
「
台
風
」

に
変
わ
り
ま
す
。

北
西
太
平
洋
の
「
タ
イ
フ
ー
ン
」
、

北
大
西
洋
の
「
ハ
リ
ケ
ー
ン
」
、
北
イ

ン
ド
洋
の
「
サ
イ
ク
ロ
ン
」
と
、
地
域

に
よ
っ
て
名
称
は
異
な
り
ま
す
が
、
牲

質
は
み
な
、
台
風
と
同
じ
で
す
。

と
こ
ろ
で
台
風
は
、
北
日
本
に
接
近

す
る
に
つ
れ
、
冷
た
い
海
水
面
と
北
か

ら
の
寒
気
の
影
響
な
ど
に
よ
っ
て
、
次

第
に
台
風
の
性
質
を
失
っ
て
い
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
通
常
、
温
帯
低

気
圧
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
前
線
を

伴
う
な
ど
の
変
化
が
表
れ
た
と
き
、

「
台
風
は
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
っ
た
」
、

と
発
表
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
〝
軽
質

が
変
わ
っ
た
〟
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し

も
芸
口
風
の
勢
力
が
衰
え
た
〟
ゎ
げ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
心
気
圧
は
か
え
っ

て
下
が
り
、
強
い
風
の
領
域
は
広
が
る

こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。
温
帯
低
気
圧
に

変
わ
っ
た
あ
と
も
大
雨
を
降
ら
せ
た

り
、
暴
風
に
よ
る
災
害
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
気
象
情
報
に

は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

す
。
ま
た
、
暴
風
域
に
入
る
可
能
怪
の

あ
る
範
囲
は
「
暴
風
警
戒
域
」
と
し
て

表
さ
れ
ま
す
。

暴
風
域
の
外
側
に
は
、
必
ず
強
風
域

が
あ
り
、
暴
風
域
や
暴
風
暫
戒
域
の
な

い
台
風
も
強
風
域
は
伴
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
強
風
域
は
予
報
図
に
は
表
示
さ

れ
ま
せ
ん
が
、
台
風
情
報
な
ど
で
発
表

さ
れ
ま
す
の
で
、
注
目
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

は
、
台
風
の
勢
力
を
、
左
上
の
表
に
記

し
た
大
き
さ
と
強
さ
の
分
類
を
基
準
に

し
て
表
し
た
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
こ
の
分
類
は
便
宜
的
な
目

安
で
す
か
ら
「
小
型
」
だ
か
ら
、
あ
る

い
は
「
弱
い
」
か
ら
と
い
っ
て
安
心
は

禁
物
で
す
。
小
型
で
弱
い
台
風
で
も
強

い
風
と
雨
を
伴
う
こ
と
が
十
分
に
考
え

ら
れ
ま
す
。

台
風
情
報
で
は
、
よ
く
「
小
型
で
な

み
の
強
さ
」
と
か
「
中
型
で
強
い
」
と

い
っ
た
表
現
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

台
風
の
予
想
値
暦
は
「
予
報
円
」
に

よ
っ
て
表
示
さ
れ
ま
す
。
予
報
円
と
い

う
の
は
、
台
風
の
中
心
が
到
達
す
る
と

予
想
さ
れ
る
範
囲
の
こ
と
で
、
こ
の
円

内
に
台
風
の
中
心
が
入
る
確
立
は
約
六

〇
％
で
す
。

暴
風
域
は
通
常
、
中
心
を
囲
む
よ
う

に
広
が
っ
て
お
り
、
平
均
風
速
で
お
お

む
ね
毎
秒
二
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
風

が
吹
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
範
囲
で

台
風
が
日
本
の
南
端
に
あ
た
る
父

島
、
南
大
東
畠
、
油
緯
県
の
南
西
諸
島

ま
で
に
接
近
す
る
と
、
台
風
の
位
眉
は

一
時
間
ご
と
に
、
進
路
予
報
は
三
時
間

ご
と
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
風
と
雨
の
予
想
、
日
本
付
近

に
前
線
が
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
ら
の
相

互
関
係
な
ど
、
台
風
固
有
の
特
色
や
周

辺
の
状
況
と
の
か
か
わ
り
な
ど
か
ら
考

え
ら
れ
る
強
い
風
や
大
雨
に
よ
る
影
響

な
ど
も
併
せ
て
発
表
さ
れ
ま
す
。

台
風
が
近
づ
い
た
ら
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
な
ど
で
常
に
最
新
の
情
報
を
正
確

に
つ
か
み
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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雷
車
載
を
防
ぐ

一
カ
月
ほ
ど
前
に
、
豊
前
市
の
求
菩

提
山
で
野
外
研
修
中
の
中
学
生
が
落
雷

に
会
い
、
多
数
の
け
が
人
が
出
た
の

は
、
私
た
ち
の
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

です。夏
の
こ
の
時
期
、
雷
雲
の
発
生
が
多

く
な
り
ま
す
。
雷
が
近
づ
い
た
ら
早
目

に
避
難
す
る
こ
と
を
心
か
け
て
く
だ
さ

い
。
特
に
山
岳
地
帯
で
は
、
素
早
い
避

難
が
大
切
で
す
。

笛
ま
で
の
距
離
を
測
る
に
は
、
光
っ

て
か
ら
音
が
聞
こ
え
る
ま
で
の
秒
数
を

計
っ
て
、
三
百
四
十
メ
ー
ト
ル
　
（
音
が

一
秒
間
に
進
む
距
離
）
を
か
け
る
と
、

そ
の
距
離
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
ラ

ジ
オ
の
雑
音
の
入
り
具
合
も
参
考
に
な

り
ま
す
。避

難
の
　
コ
　
ツ

①
身
に
つ
け
た
金
属
類
を
は
ず
し
ま
し

よ
こ
ノ
。

②
か
さ
、
ゴ
ル
フ
の
ク
ラ
ブ
、
釣
竿
な

ど
長
い
物
を
頭
か
ら
上
に
か
ざ
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
・
救
急
件
数
（
6
月
申
）

③
両
手
で
頭
を
か
か
え
こ
む
よ
う
に
し

て
、
姿
勢
を
低
く
し
ま
し
ょ
う
。

④
大
勢
で
い
る
と
き
は
、
一
カ
所
に
固

ま
ら
ず
に
散
ら
ば
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
、
つ
。

⑤
山
頂
、
尾
根
、
岩
場
、
水
の
ほ
と
り

は
落
脅
し
や
す
い
の
で
、
リ
ュ
ッ
ク

な
ど
荷
物
を
捨
て
て
そ
の
場
を
離
れ

ま
し
ょ
う
。

⑥
避
雷
針
や
鉄
塔
、
送
霞
線
が
あ
れ
は

そ
の
先
端
か
ら
四
十
五
度
の
角
度
以

内
に
逃
げ
こ
み
ま
し
ょ
う
。

⑦
ゴ
ム
長
ぐ
つ
や
ビ
ニ
ー
ル
、
レ
イ
ン

コ
ー
ト
は
、
落
雷
を
避
け
る
効
果
は

あ
り
ま
せ
ん
。
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柴
田
貴
賎
氏
名
誉
町
民
に

七
月
十
六
日
、
役
場
大
会
議
室
で
柴

田
貝
殻
氏
の
名
誉
町
民
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
柴
田
氏
の
永

年
に
渡
る
町
政
へ
の
功
績
に
対
し
て
贈

ら
れ
た
も
の
で
、
高
山
町
長
か
ら
表
彰

状
と
名
誉
町
民
章
が
授
与
で
れ
ま
し
た
。

遠
賀
町
消
防
団

遠
賀
郡
ポ
ン
プ
車

操
法
大
会
に
優
勝

七
月
二
十
四
日
、
芦
屋
東
小
学
校

で
遠
賀
郡
内
各
町
消
防
団
対
抗
ポ
ン

プ
車
操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

遠
賀
町
消
防
団
は
日
ご
ろ
の
訓
練
の

成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
見
事
健

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
県
大

会
は
九
月
四
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

●
指
摘
者
　
原
田
　
正
武

●
一
番
貝
　
高
山
　
昌
文

●
二
番
貝
　
石
橋
　
真
五

●
三
番
貝
　
太
田
　
蔵
匿

●
四
番
貝
　
和
田
　
輔
彦

七
月
十
日
、
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業
の

第
一
弾
と
し
て
企
画
さ
れ
た
「
リ
ェ
ー

ジ
ュ
美
術
館
名
画
展
」
の
鑑
賞
ツ
ア
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
八
十
人
以

上
も
の
参
加
希
望
が
集
ま
り
、
バ
ス
三

台
を
借
り
切
っ
て
の
ツ
ア
ー
と
な
り
ま

し
た
。
美
術
館
に
到
着
す
る
と
、
き
っ

そ
く
ピ
カ
ソ
や
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
な
ど
巨
匠

の
絵
画
と
対
面
、
そ
の
す
ぼ
ら
し
さ
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
美
術
・
音
楽
・
演
劇

な
ど
多
く
の
分
野
の
芸
術
・
文
化
に
接

す
ろ
こ
と
が
で
き
る
ツ
ア
ー
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。
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1
太
鼓
の
矢
野
薫
一
さ
ん
（
8
2
歳
）

＿
∴
題
は
矢
野
　
智
さ
ん
（
8
1
歳
）

七
月
十
五
日
、
島
津
区
で
祇
園
祭
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
県
下
全
域
に
大
雨
蟹
殻
が

出
さ
れ
、
祭
り
の
開
催
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
雨
も
開
始
直
前
に
は
う

そ
の
よ
う
に
上
が
り
、
雨
上
が
り
の
さ

わ
や
か
さ
が
残
り
ま
し
た
。

村
の
長
老
た
ち
の
合
図
で
、
子
供
た

ら
の
引
く
山
が
ゆ
っ
く
り
と
動
き
だ
し

ま
す
。
「
島
津
の
山
笠
は
、
長
老
た
ち

が
お
ら
ん
と
動
き
ま
っ
せ
ん
も
ん
な
。
」

世
話
役
の
一
人
が
そ
う
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
鑑
や
太
鼓
の
お
は
や
し
に
合
わ

せ
て
、
子
供
た
ち
の
元
気
な
「
わ
っ
し

ょ
い
」
の
声
が
響
き
ま
す
。
山
は
一
時

間
ほ
ど
で
村
の
中
を
回
り
、
無
事
神
社

に
到
着
し
ま
し
た
。

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
村
中
総

出
の
祇
園
祭
り
。
子
供
た
ち
に
は
、
き

っ
と
い
い
思
い
出
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

ーつ。
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海
技
免
状
の
更
新
講
習

●
8
月
5
0
日

●
9
月
8
日

●
9
月
9
日

・
場
　
所

・
申
込
先

●
9
月
1
7
日

・
場
　
所

・
申
込
先

●
9
月
5
0
日

・
場
　
所

・
申
込
先

9
時
～
　
小
型

9
時
～
　
航
海
・
通
信

1
3
時
～
　
小
型

9
時
～
　
機
関

門
司
海
抜
専
門
学
院

日
本
船
舶
職
員
護
成
協
会

㊨

（

3

3

1

）

0

7

6

4

1
4
時
～
　
小
型

芦
屋
町
民
会
館

日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
協

会範

（

3

3

2

）

1

5

3

1

9
時
～
　
小
型

門
司
海
技
専
門
学
院

日
本
船
舶
職
員
糞
城
協
会

＄

（

3

3

1

）

0

1

6

4

※
申
し
込
み
は
講
習
日
の
5
日
前
ま
で

に
　
講
習
時
間
は
半
日
程
度

福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

技
　
術
　
講
　
習
　
会

●
科
　
目
　
ビ
ジ
ネ
ス
実
技
・
ワ
ー
プ

聞

9
月
油
日
～
日
月
7
日
の

2
1
日
間
（
月
・
水
・
金
）

1
0
時
～
1
6
時

北
九
州
市
勤
労
者
会
館

（
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
）

八
幡
東
区
中
央
2
丁
目

●
定
　
員
　
0
0
人

●
支
部
料
　
無
料
、
た
だ
し
教
材
費
は

受
講
者
負
担

●
申
込
方
法
　
8
月
2
2
日
、
2
3
日
に
電

話
で
申
し
込
み
　
申
し
込

み
時
に
面
接
日
を
指
定
し

面
接
後
選
考

●
申
し
込
み
及
び
詳
細
に
つ
い
て
は

福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

筑
豊
支
所
へ

㊨

0

9

4

8

（

2

3

）

4

1

5

6

㊨
寿
大
学
講
演
会

（
一
般
教
養
コ
ー
ス
）

受
講
生
だ
け
で
な
く
一
般
の
方
も
自

由
に
聴
講
で
き
ま
す
。
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。

●
日
　
時
　
8
月
鮪
日
（
木
）

午
前
同
時
～

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
調
　
節
　
富
安
兆
子
氏

（
女
性
問
題
研
究
家
）

●
テ
ー
マ
　
高
齢
化
社
会
と
女
性

㊨
福
岡
県
職
員
（
初
級
）

採
　
用
　
試
　
験

●
受
験
資
格
　
昭
和
4
0
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
6
年
4
月
l
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
（
大
学

に
お
け
る
在
学
期
間
が
2

年
を
超
え
ろ
人
は
除
く
）

●
採
用
人
員
一
般
事
務
鮪
人
・
学
校

事
務
1
0
人
・
警
察
事
務
1
6

人
・
土
木
3
人
・
農
業
土

木
2
人
・
林
業
4
人

●
試
験
日
　
1
0
月
1
6
日
（
日
）

●
場
　
所
　
福
岡
市
・
久
留
米
市
・
飯

塚
市
・
北
九
州
市

●
申
込
受
付
　
8
月
約
日
（
月
）

～
9
月
1
0
日
（
土
）

●
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
諌

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
1
I
l

衝

0

9

2

（

6

4

1

）

3

8

8

3

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん

ー
　
国
民
年
金
柾
書
の
提
出
　
－

八
月
の
年
金
は
八
月
十
一
日
か
ら
支

払
い
が
始
ま
り
ま
す
。

指
定
の
郵
便
局
で
年
金
を
受
け
取
ら

れ
た
ら
八
月
二
十
日
ま
で
に
国
民
年
金

証
書
と
年
金
受
給
状
況
申
立
書
を
役
場

国
保
年
金
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
証
書
の
提
出
を
忘
れ
る
と

次
回
か
ら
の
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ふ
た
つ
の
年
金
を
受
け
て
い

る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

厚
生
年
金
保
険
や
恩
給
な
ど
の
年
金

を
受
け
て
い
る
人
は
、
老
齢
福
祉
年
金

の
支
払
い
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
は
、
国
民
年
金
証
書

と
い
っ
し
ょ
に
、
厚
生
年
金
保
険
や
恩

給
な
ど
の
年
金
証
書
と
最
近
の
年
金
額

改
定
通
知
書
を
、
役
場
国
保
年
金
係
ま

で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
さ
れ
ず
に
両
方
か
ら
年
金

を
受
け
て
い
る
人
は
、
年
金
を
受
け
始

め
た
と
き
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
返
還
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
特
別
）
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
の
　
う
に
な
り
ま
す
。

提
出
は
、
八
月
十
一
日
か
ら
八
月
三
十
　
　
届
け
出
は
、
証
書
（
手
帳
）
と
印
鑑

一
日
ま
で
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
を
お
持
ち
に
な
っ
て
役
場
福
祉
係
に
お

も
し
届
け
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
資
格
　
い
で
く
だ
さ
い
。

が
あ
っ
て
も
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
よ

戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
に

強
制
抑
留
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に

こ
の
度
、
「
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
等
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
同

法
に
基
づ
い
て
、
戦
後
ソ
連
ま
た
は
モ

ン
ゴ
ル
の
地
域
に
お
い
て
強
制
抑
留
さ

れ
た
方
で
日
本
に
帰
遺
し
た
戦
後
強
制

抑
留
者
ま
た
は
そ
の
道
族
に
、
慰
労
品

（
書
状
・
銀
杯
）
を
贈
呈
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
う
ち
年
金
・
恩

給
な
ど
を
受
給
し
て
い
な
い
方
に
は
、

さ
ら
に
慰
労
金
と
し
て
十
万
円
（
二
年

償
還
の
記
名
国
債
）
を
支
給
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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揚　　日

時

（7）

福
岡
県
婦
人
警
察
官

採
　
用
　
試
　
験

●
受
験
資
絡

●
採
用
人
員

●
採
用
時
期

●
試
験
日

●
場
　
所

●
申
込
受
付

昭
和
約
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
飾
年
4
月
l
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
女
子

約
如
入

線
年
4
月
以
降

9
月
鮪
日
（
日
）

中
村
学
園
女
子
高
等
学
校

福
岡
市
城
南
区
点
飼

～
8
月
3
1
日
（
水
）

●
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は

福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
任
用
係
へ

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
－
7

㊨

0

9

2

（

6

2

2

）

0

7

0

0

※
申
込
用
紙
は
、
遠
賀
川
派
出
所
に
用

達
し
て
い
ま
す
。

福

岡

県

行
政
書
士
試
験

1
0
月
2
3
日
（
日
）

1
3
時
0
0
分
～
1
7
時

所
　
九
州
大
学

福
岡
市
東
区
箱
崎
6
丁
目

●
申
込
受
付
　
9
月
1
日
（
木
）

～
柳
日
（
火
）

郵
送
の
場
合
は
9
月
如
日

消
印
の
も
の
ま
で
有
効

●
申
し
込
み
及
び
受
験
資
格
・
提
出
書

窮
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は

福
岡
県
総
務
部
地
方
課
行
政
係
へ

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
1
I
l

衝

0

9

2

（

6

2

2

）

6

3

9

1

㊨
交
通
安
全
家
族
会
議

作
　
文
　
募
　
集

「
我
が
家
の
交
通
安
全
」
を
題
材
に

し
て
、
家
庭
や
学
校
・
職
場
・
地
域
な

ど
で
話
し
合
い
考
え
た
、
内
容
や
方
法

そ
の
結
果
実
行
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

作
文
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
方
法
と
送
り
先

小
学
生
の
部
（
低
・
中
・
高
）
及
び

中
学
生
の
部

・
細
字
詣
原
稿
用
紙
3
枚
以
内

・
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
題
を
つ
け
る

7
－
－
こ

・
住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・

学
校
所
在
地
を
記
入

〒
M
東
京
都
千
代
田
区
外
神
田

2
－
2
－
1
7
共
同
ビ
ル

（
社
）
日
本
交
通
福
祉
協
会

交
通
安
全
作
文
募
集
係

母
親
・
一
般
の
部

・
細
字
詰
原
稿
用
紙
5
枚
以
内

・
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
題
を
つ
け
る

こ
と

・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
を
話

人

〒
1
0
0
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関

総
務
庁
交
通
安
全
対
策
室

交
通
安
全
作
文
募
集
係

●
応
募
締
切
　
9
月
豹
日
（
火
）

＼
　
慰
労
品
の
贈
呈
及
び
慰
労
金
の
支

給
は
、
請
求
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま

す
。
慰
労
品
・
慰
労
金
の
請
求
を
し
よ

う
と
す
る
方
は
、
請
求
書
類
に
必
要
な

添
付
書
類
を
添
え
て
「
平
和
祈
念
蒋
業

特
別
基
金
」
あ
て
に
直
接
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
請
求
書
類
は
役
場
福

祉
係
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

●
請
求
書
の
送
付
先
及
び
詳
細
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
先

平
和
祈
念
事
業
待
別
基
金

業
務
第
二
練

千
m
東
京
都
文
京
区
大
塚
5
－
3
－
1
3

＄

0

3

（

9

4

5

）

4

7

0

3

子
供
の
感
電
事
故
に
注
意

昆
虫
採
集
、
魚
釣
り
、
水
遊
び
と
子

供
た
ち
の
夢
を
大
き
く
ふ
く
ら
ま
せ
る

楽
し
い
夏
休
み
。
こ
の
夏
休
み
に
多
い

感
電
事
故
か
ら
子
供
た
ち
を
守
る
た
め

「
危
な
い
と
こ
ろ
で
は
遊
ば
な
い
で
」

の
ひ
と
言
を
・
・
二
、
・
・
∵

●
セ
ミ
取
り
な
ど
で
穏
柱
に
の
は
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
包
線
の
近
く
で
　
木
の
ぼ
り
や
飛

行
機
あ
そ
ぴ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
変
笹
所
の
構
内
に
入
っ
て
あ
そ
ぶ

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

九
州
電
力
株
式
会
社

折
尾
営
業
所

㊨
（
6
9
1
）
3
8
3
1

住
宅
金
融
公
庫
の
融
資

昭
和
六
十
三
年
度
の
第
二
回
個
人
向

け
住
宅
（
新
築
・
購
入
）
融
資
の
募
集

は
九
月
九
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

低
金
利
（
四
・
三
五
％
、
四
・
六
五

％
、
四
・
九
％
）
の
通
常
融
資
額
に
加

え
て
特
別
割
増
融
資
（
三
百
五
十
万
円

～
七
百
万
円
）
が
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
募
集
か
ら
「
高
規
格

住
宅
割
増
融
資
（
百
五
十
万
円
）
」
が

利
用
で
き
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
住
宅
金
融
公
庫

福
岡
支
店
㊧
0
9
2
（
7
1
2
）
5
5

5
5
、
ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
と
表
示
さ
れ
た
金
融
機
関
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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≡
婦
荘
韓
日
諸
州

田
中
産
婦
人
科
医
院
畏
　
田
　
中
　
壮
　
介

今
回
は
、
帯
下
を
介
し
て
婦
人
の
牲

病
を
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。

性
病
に
は
、
梅
蕾
、
淋
病
、
軟
性
下

痛
、
鼠
径
部
リ
ン
パ
腺
肉
芽
踵
、
性
病

憧
肉
芽
態
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
梅
毒

は
ほ
と
ん
ど
克
服
さ
れ
、
他
の
病
気
も

非
常
に
稀
な
疾
患
と
な
り
ま
し
た
。
た

だ
し
、
淋
病
だ
け
は
依
然
と
し
て
よ
く

見
か
け
る
病
気
で
す
。
更
に
、
婦
人
の

慢
性
感
染
症
と
し
て
は
、
結
核
と
淋
病

が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
今

日
で
は
結
核
は
完
全
に
克
服
さ
れ
、
淋

病
の
み
が
病
態
を
変
え
て
生
き
延
び
て

い
ま
す
。

淋
病
に
よ
る
感
染
に
は
、
重
症
と
軽

症
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
原
因
は
よ
く

分
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
結
局
は
母
体
の

防
衛
力
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

軽
症
は
、
女
性
生
殖
器
の
下
蔀
（
子

宮
入
口
部
、
子
宮
頸
管
、
膣
、
パ
ル
ト

リ
ン
腺
）
に
炎
症
が
限
ら
れ
て
い
ろ
場

合
で
す
。
牲
交
後
数
日
で
膣
や
外
陰
部

に
熱
感
や
不
快
感
、
あ
る
い
は
軽
度
の

帯
下
の
増
加
、
外
陰
部
の
腫
張
を
見
ま

す。

重
症
は
上
行
型
感
染
の
場
合
で
す
。

淋
菌
が
子
宮
頚
管
か
ら
子
宮
内
膜
に
侵

入
し
て
、
子
宮
内
膜
炎
を
起
こ
し
、
さ

ら
に
上
行
し
卵
管
を
侵
し
て
卵
管
炎

を
、
卵
巣
に
進
ん
で
卵
管
卵
巣
膿
瘍
を

起
こ
し
、
周
囲
と
癒
着
し
た
り
骨
盤
腹

膜
炎
を
起
こ
し
た
り
し
ま
す
。
人
が
傍

を
通
っ
た
だ
け
で
も
響
く
ほ
ど
の
、
烈

し
い
下
腹
稀
、
悪
心
、
嘔
吐
、
高
熱
な

ど
に
み
ま
わ
れ
ま
す
。
時
に
は
肝
臓
に

も
化
膿
が
飛
び
火
し
て
、
肩
や
背
中
も

痛
く
な
り
ま
す
。
運
よ
く
治
療
に
よ
っ

て
鎮
静
化
し
て
も
、
慢
杜
の
下
腹
痛
や

腰
痛
、
関
節
橘
に
悩
ま
さ
れ
、
卵
管
は

通
過
障
害
に
陥
り
子
宮
外
妊
娠
や
不
妊

症
に
な
り
ま
す
。
稀
に
は
、
排
せ
つ
物

の
不
始
末
か
ら
家
族
感
染
を
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
病
気
の
感
染
原
因
は
、
不
純
牲

交
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

不
行
儀
の
た
め
に
、
家
族
の
健
康
と
幸

福
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
事
実

を
、
も
う
一
度
認
識
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

●
別
　
府
　
8
月
1
7
日
（
水
）

9
時
～
日
時

1
3
時
～
1
5
時

別
府
公
民
館

●
別
府
・
千
代
丸

8
月
1
8
日
（
木
）

●
広
　
波

●
松
ノ
本

●
松
ノ
本

●
薪
　
町

9
時
－
n
時

別
府
公
民
館

8
月
2
3
日
（
火
）

9
時
～
Ⅱ
時

1
3
時
～
1
5
時

広
漉
公
民
館

8
月
易
日
（
水
）

9
時
～
日
時

1
3
時
～
1
5
時

松
ノ
木
公
民
館

緑
光
苑

8
月
飾
日
（
木
）

9
時
～
日
時

松
ノ
本
公
民
館

8
月
5
0
白
（
火
）

9
時
～
日
時

1
3
時
～
1
5
時

8
月
3
1
日
（
水
）

9
時
～
Ⅱ
時

新
町
公
民
館

※
検
査
項
目
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
六
月
二
十
五
日
の
広
報
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

8
月
2
2
日
（
月
）

1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
0
0
分

役
場
保
健
室

新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴

指
導

母
子
手
帳
受
領
の
方
は
、

印
鑑

無
料

お
ん
が
短
歌
会
謙
茸

河
中
　
靖
喜
　
選

窓
を
う
つ
烈
し
き
丙
に
党
さ
れ
て

眠
り
足
ら
ざ
る
朝
の
ひ
と
と
き

梅
雨
に
入
り
あ
じ
さ
い
の
蒼
猛
ま
り
ね

花
毯
伝
う
水
滴
も
責

南
煙
る
け
じ
め
な
き
宴
そ
こ
の
み
の

明
か
る
さ
あ
り
て
泰
山
木
咲
く

朝
礼
の
生
徒
の
様
に
並
び
い
る

早
苗
に
雨
は
や
わ
ら
か
く
降
る

雨
に
め
れ
色
の
虫
初
め
し
紫
陽
花
は

悲
す
る
乙
女
の
願
の
如
し
も

伊
藤
ア
キ
コ

三
浦
寿
美
子

遠
賀
俳
友
句
会
抄

池
田
　
幸
利
　
避

染
抜
き
の
良
寛
の
歌
夏
の
れ
ん

三
村
　
妙
手

壷
に
し
て
方
丈
の
患
こ
ぼ
れ
き
り

徳
永
小
代
子

草
笛
の
少
女
来
て
ゐ
ろ
畑
仕
事

中
山
千
代
女

青
葦
の
暮
ら
し
の
芥
漂
よ
え
り

原
田
貴
美
子

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
再
び
万
緑
裡

小
野
多
恵
子


